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職
員
の
退
職
管
理
に
関
す
る
政
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日

内
閣
総
理
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

麻
生

太
郎

国
民
年
金
法
施
行
令
等
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日

内
閣
総
理
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

麻
生

太
郎

政
令
第
百
二
十
六
号

職
員
の
退
職
管
理
に
関
す
る
政
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
国
家
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
二
十
号
）
第
百
六
条
の
四
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
基

づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

職
員
の
退
職
管
理
に
関
す
る
政
令
（
平
成
二
十
年
政
令
第
三
百
八
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
二
条
第
二
号
ト
中
「
又
は
審
議
官
」
を
「
、
審
議
官
又
は
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
・
情
報
化
参
事
官
」
に
改

め
、
同
号
ト
を
同
号
チ
と
し
、
同
号
中
ヘ
を
ト
と
し
、
ホ
を
ヘ
と
し
、
同
号
二
中
「
、
審
議
官
」の
下
に「
、
サ
イ
バ
ー

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
・
情
報
化
参
事
官
」
を
加
え
、
同
号
ニ
を
同
号
ホ
と
し
、
同
号
中
ハ
を
ニ
と
し
、
ロ
を
ハ
と
し
、
イ
の

次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ロ

人
事
院
の
事
務
総
局
に
置
か
れ
る
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
・
情
報
化
審
議
官

第
十
二
条
第
三
号
中
ニ
を
削
り
、
ハ
を
ニ
と
し
、
ロ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ハ

金
融
庁
の
総
務
企
画
局
に
置
か
れ
て
い
た
金
融
国
際
政
策
審
議
官

第
十
三
条
第
一
項
第
四
号
中
「
及
び
課
長
」
を
「
、
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
・
情
報
化
審
議
官
、
課
長
及
び
参
事

官
」
に
改
め
、
同
項
第
七
号
イ
及
び
第
十
二
号
イ
中
「
、
審
議
官
」
の
下
に
「
、
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
・
情
報
化

参
事
官
」
を
加
え
る
。

附

則

こ
の
政
令
は
、
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

内
閣
総
理
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

麻
生

太
郎

独
立
行
政
法
人
医
薬
品
医
療
機
器
総
合
機
構
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日

内
閣
総
理
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

麻
生

太
郎

政
令
第
百
二
十
五
号

独
立
行
政
法
人
医
薬
品
医
療
機
器
総
合
機
構
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
独
立
行
政
法
人
医
薬
品
医
療
機
器
総
合
機
構
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
九
十
二
号
）
第
十
六
条
第
三
項

（
同
法
第
二
十
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

独
立
行
政
法
人
医
薬
品
医
療
機
器
総
合
機
構
法
施
行
令
（
平
成
十
六
年
政
令
第
八
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

第
五
条
第
一
項
第
一
号
中
「
三
万
六
千
円
」
を
「
三
万
六
千
三
百
円
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
三
万
四
千
円
」

を
「
三
万
四
千
三
百
円
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
三
万
六
千
円
」
を
「
三
万
六
千
三
百
円
」
に
改
め
、
同
項
第
四

号
中
「
三
万
四
千
円
」
を
「
三
万
四
千
三
百
円
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
三
万
六
千
円
」
を「
三
万
六
千
三
百
円
」

に
改
め
る
。

第
七
条
第
一
項
第
一
号
中
「
二
百
七
十
三
万
六
千
円
」
を
「
二
百
七
十
五
万
六
千
四
百
円
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号

中
「
二
百
十
八
万
八
千
八
百
円
」
を
「
二
百
二
十
万
五
千
六
百
円
」
に
改
め
る
。

第
九
条
第
一
項
第
一
号
中
「
八
十
五
万
五
千
六
百
円
」
を
「
八
十
六
万
千
六
百
円
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
六

十
八
万
四
千
円
」
を
「
六
十
九
万
円
」
に
改
め
る
。

第
十
条
第
五
項
中
「
二
百
三
十
九
万
二
千
八
百
円
」
を
「
二
百
四
十
一
万
八
百
円
」
に
改
め
る
。

第
十
一
条
第
二
項
第
一
号
中
「
七
百
十
七
万
八
千
四
百
円
」
を
「
七
百
二
十
三
万
二
千
四
百
円
」
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
政
令
は
、
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

平
成
二
十
八
年
三
月
以
前
の
月
分
の
独
立
行
政
法
人
医
薬
品
医
療
機
器
総
合
機
構
法
に
よ
る
医
療
手
当
、
障
害
年

金
、
障
害
児
養
育
年
金
及
び
遺
族
年
金
並
び
に
同
月
三
十
一
日
以
前
の
死
亡
に
係
る
同
法
に
よ
る
遺
族
一
時
金
の
額

に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

厚
生
労
働
大
臣

塩
崎

恭
久

内
閣
総
理
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

麻
生

太
郎

恩
給
法
に
よ
る
恩
給
改
定
率
の
改
定
等
に
関
す
る
政
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日

内
閣
総
理
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

麻
生

太
郎

政
令
第
百
二
十
七
号

恩
給
法
に
よ
る
恩
給
改
定
率
の
改
定
等
に
関
す
る
政
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
恩
給
法
（
大
正
十
二
年
法
律
第
四
十
八
号
）
第
六
十
六
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定

す
る
。

恩
給
法
に
よ
る
恩
給
改
定
率
の
改
定
等
に
関
す
る
政
令
（
平
成
二
十
年
政
令
第
百
二
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

第
一
条
（
見
出
し
を
含
む
。）中
「
平
成
二
十
七
年
度
」
を
「
平
成
二
十
八
年
度
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
政
令
は
、
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

総
務
大
臣

山
本

早
苗

内
閣
総
理
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

麻
生

太
郎
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